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	製品名: OTUB2マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、複数の脱ユビキチン化酵素のうちの1つをコードしています。タンパク質のユビキチン修飾は、その安定性と機能に不可欠です。このプロセスを逆転させるため、脱ユビキチン化酵素はユビキチンを除去します。このタンパク質はOTUドメインを含み、Ubal（ユビキチンアルデヒド）に結合します。OTUドメインには活性システインプロテアーゼ部位が存在します。免疫原：
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	OTUB2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	OTUB2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	OTUB2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

